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様式８ 

1.川づくり団体部門                               [概要版報告書] 
助成番号 助成事業名 所属・助成事業者氏名 

2023-6113-006 子どもたちの自然体験と環境学習の支援活動 
狛江水辺の楽校運営協議会 
会長 野口昌男 

助 

成 

事 

業 

の 

要 

旨 

活動の目的 

多摩川の自然を保護保全し、子どもたちの自然体験や環境学習など教育の場として活用することを目

的にしています。 

事業テーマ （申請書に記載した「申請テーマ」を記載してください。） 

〔実施内容〕 
最近になって幼稚園や保育園、あるいは低学年から野外体験教室の依頼が増えており、スタッフから

園児や低学年児向け水辺の楽校の自然遊びガイドブックをつくらないかという声が上がっていた。 

そこで『狛江水辺の楽校の自然と小さな仲間たち』というタイトルで、半年近く中身を検討し、水辺

の楽校でふつうに見られる虫や魚や鳥などの見つけ方や飼い方、草花遊びの方法や食べられる野草な

ど、おとなでも興味をひく内容のイラスト本にまとめてみた。 

校正段階でスタッフの反応も良く、当初は 500冊の印刷予定だったが 800冊に増刷し、助成金との差

額分を自己負担することにしました。 

 

 

 

 

〔成 果〕 
２月に完成したばかりなので、まだ配布活用数は少ないが評判は上々で、親しみやすく読みやすいと

好評です。 
狛江を始めとする近隣他市の子どもたちが、ふるさとの川である多摩川の魅力を知る入門ガイドにな

るものと期待しています。 

 
 
 
 
〔今後の展望〕 
主に新学期から活用する予定ですが、各園や小学校の図書室、市の図書館などにも寄贈する予定です。

また狛江市の教育委員会や京浜河川事務所など関係機関にも提供したいと思います。 

 

 

※ポイントとなる事項に適宜アンダーラインを引いてください



 

様式９ 

２ .川づくり団体部門                      [自己評価シート] 
助成番号  助成事業名  所属・助成事業者氏名  

2023-6113-006 
 

子どもたちの自然体験と環境学習の支援活動  
狛江水辺の楽校運営協議会  
会長 野口昌男  

助 

成 

事 

業 

実 

施 

成 

果 

の 

自 
己 

評 

価 

〔計画の妥当性〕  
2023 年度の当校の最終的な活動回数は 60 回（別紙参照）、参加人数はのべ 2617 名になり

ました。過去には小中学生向けの環境学習指導ガイドやテキスト教材を制作してきました

が、未就学児向けの自然体験ガイドは今回が初めてで、こうした新機軸を企画開発できるの

もステキな場所と優秀なボランティアスタッフが揃う当校の強みだと思います。  
 
 
 
 
 
 
〔当初目標の達成度〕  
助成申請時は印刷部数を 500 冊に想定していましたが、内容的に希望者が増えそうなので

800 冊に増刷しました。  
 
 
 
 
 
 
 
〔助成事業の効果〕  
具体的な効果はまだ現れていませんが、狛江市内を始め近隣他市からの体験依頼や毎週日曜

日に行なっている清掃活動の参加者が増加するのではと期待しています。  
 
 
 
 
 
 
 
〔河川管理者等との連携状況〕  
「今後の展望」でも述べましたが、京浜河川事務所や教育委員会など関係機関にも提供する

ことで、本校へのますますの理解協力が得られるものと考えています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔キーワード〕  
水辺の楽校、多摩川、教育河川、環境学習、環境保全清  
 
 
 



 
 

活動の目的	

 

私たちは多摩川の自然を保護保全し、子どもたちの自然体験や環境学習など教育の場

として活用することを目的に活動しています。	

	

具体的には下図にあるように、「環境学習の支援事業」「園児の自然体験事業」「環境保全と

自然再生事業」を三本柱に取り組んでおり、今回助成申請したのはその内の「親子の自然

体験事業」の充実を図るために、未就学児および低学年児向けの自然遊びのガイドブック

をつくりたいと思ったからです。 

 

狛江水辺の楽校は 2001年（平成 13年）４月に多摩川流域の第一号として国から登録認可

され、2023年の 4月で開校 23年を迎えました。これまで多摩川体験を楽しんだ子どもの

数は 72,214 人にも達します。とりわけ近年は幼稚園や保育園などからの自然体験教室希

望の声が高まってきました。 

 

過去には小中学生向けの環境指導ガイドや生きもの図鑑などを企画制作してきましたが、

未就学児向けのテキストとなるようなものがなかったため、助成申請をしました。中味の

検討には半年近くかかりましたが、骨子ができるとあとは順調に進み、何とか年度前の２

月には完成することができました。（次頁参照） 

 

	 	 	 	 	 	 	

 



 
 

成果物の紹介	

 

未就学児向けの自然入門ガイド『狛江水辺の楽校の自然と小さな仲間たち』	

	

タイトルは『狛江水辺の楽校の自然と小さな仲間たち』で、多摩川（狛江水辺の楽校）

で普通に見られる虫や、魚、鳥などの探し方や飼育方法、草花の遊び方や食べられる野

草の紹介など、おとなでも興味を引く内容になっています。 

 

サイズは A５判、36頁のフルカラーで、子どもたちが手に取りやすいようにイラストを

中心としたビジュアル指向になっています。また漢字にはなるべくルビをふり、読みや

すくする工夫もほどこしています。 

 

当初は 500部の印刷予定でしたが、校正段階でスタッフや関係者の反応が良かったため

に 800部に増刷し、助成金との差額分は自己負担する事にしました。 

 

まだ２月に完成したばかりですので配布活用数は少ないのですが、親しみやすく読みや

すいと好評を得ています。主に新学期から活用する予定ですが、各園や小学校、市の図

書館に寄贈する予定です。また流域の教育機関や京浜河川事務所にも提供したいと考え

ています。 

 

	

	



 
 

2023 年度の活動報告（全体）	

	

2023 年度の活動回数は 60回、2,617 名が多摩川で自然体験や環境学習を行いました	

	

下記の通り、2023 年度の活動回数は、環境保全清掃や自然再生活動などの主催行事が

60 回で、1076 名のボランティアが参加しました。また園児の自然体験教室や小学生の

環境学習などの支援事業は 20回で、1,541名が多摩川体験を楽しみました。 

 

	



 
 

「園児の自然体験教室」を支援指導	

	

2023 年度は、５つの保育園が多摩川や野川で自然体験を楽しみました。	

	

○ 5月 17日（水）	 駄倉保育園年長組の「多摩川の自然体験教室」指導 

 

 

○ 5月 18日（木）	 三島保育園年長組の「野川ガサガサ探検隊」を出張指導 

 

 

○７月３日（月）	 駒井保育園年長組の「多摩川の自然体験教室」を指導 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

「小学校の多摩川学習や体験教室」を支援指導	

	

2023 年度は、狛江市内外の６つの小学校のテーマ別環境学習や川の安全体験教室を

支援指導しました。	

	

○４月 24 日（月）世田谷和光小学校 4年生の「植物しらべ学習」を指導	

	

 

○５月８日（水）大田区矢口西小学校 5年生の「干潟のガタガタ体験教室」を出張指導 

 

 

○ ７月 14日（金）	 狛江第 3小学校 4年生の「川の安全体験教室」を指導 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

「環境保全清掃と自然再生活動」	

	

毎週日曜日に、多摩川をキレイにし隊と銘打って環境保全清掃や動植物の自然再生

活動を行ないました。	

	

○７月２日（日）川に入ってオイカワの産卵床づくりを開催しました。	

 

	

○ ８月 27日（日）ホタル川周辺の泥出し＆草刈り清掃を実施しました。	

	

	

○11 月 12 日（日）倒木や流木をひろい集めて「甲虫類の産卵床づくり」を実施。	

 

 

 

 

 



 
 

その他の活動-「狛江市の主催行事」	

	

狛江市の主催行事「アレチウリの駆除体験」ほかを協力・支援しました。	

	

○６月 24 日（土）市主催の「アレチウリ手摘み体験＆ガサガサ教室」を協力支援。	

 

 

○ 7 月 8日（土）市主催の「夏の生きもの調査＆ガサガサ教室」を協力支援	

 

 

○１月 20 日（土）市主催の「冬の生きもの調査＆化石掘り体験教室」を協力支援。	

 

 

 

 

 

 

 



 
 

活動案内と告知	

	

毎週の行事予定は、市の広報誌「広報こまえ」と、狛江水辺の楽校のホームページ	 	

URL：komaemizube.com	 で案内し、場合によっては案内チラシを印刷して配布して

います。	

	

   

 

	  
 

 

 

 



 
 

多摩川学習の内容確認書	

	

狛江市内外の小学校から多摩川学習の支援要請を受けて、水辺の楽校では下記のよ

うな確認書をつくり、当日の流れや学習内容、持ち物、そして市民講師名を明記し

たものを事前に手渡すようにしています。	

	

 
 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 以上 



 

 
 

成果物の写真 
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様式１２ 

3.川づくり団体部門                        [実施箇所位置図 ] 
助成番号 助成事業名 所属・助成事業者氏名 

2023-6113-006 子どもたちの自然体験と環境学習の支援活動  
狛江水辺の楽校運営協議会  
会長 野口昌男  

 主な実施

箇所 

東京都狛江市の多摩川  

助
成
事
業
の
主
な
実
施
箇
所 

 

河
川
基
金
ロ
ゴ
等
表
示
状
況
写
真 

遠景 

 

近景 
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